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號
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外
^

^

を
通
七
て
見
：打

_

慕
求
：の
：長
崎

野

村

蒹

太

m

,

6
新
し

;^
外
國
實
渴
ゆ
開
始
4
系
：ふ
事
實
.
£
_タ
：で
淹
^

檢
时
す
る
た
め
;^
は
幾
多
の
資
料
を
涉
獵
す
名
必
.要
が
あ
る
9
今
こ
、
に
試
み
ん
と
す
る
の
は
、
さ
：ぅ
し
だ
全
面
的
な
も
の
：：で
：.は
：な
い
,0

鸺

々

被

辦

得

_
最1

*

行
そ
.の
#
長
崎
當
局
：P
外
交
®

を
逋
芯
て
網
治
_
新
直
_
の
：狀
態
を
少
1>
で
'も
明
か
に
：1>
龙
々
と
耷

•

 

.

 

.
:
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■
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. /

ぶ
-に
あ
.る
：。
；從
つ
：で
：半
：ば
資
料
の
紹
介
を
も
嫌
た
る
も
.の
‘で
あ
る
：-9
' 

. 

: 

; 

4

#
こ
■
ぬ

謙

*
な
.:1
>-!锝
た
作
齋
文
«
ホ
藝
れ
^
長
崎
當
琢
か
ち
劇
萄
新
攝
_
宛
：
^
^

通
、を
算
ヘ
メ
。；

そ
の
他
こ
れ
に
關
係
あ
る
文
獻
ナ
部
•を
加
へ
、
百
A

t
一®
が

參

豸

.t
得
た
、'%
o

v全
部
で
あ
る
。
卬
代
は
萬
延
元
年 

,

外
穷
文
.書
を
通
じ
て
见
た
る
恭
末
の
長
崎
• 

.

.

.
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：
近

'
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ノ

ロ
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：
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科
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一

3
1
.
ー£
學
翁
雜
誌
.
|を
三
田
の
_
義
だ
.と
：す
れ
ば『

現
代
：の
經
濟』

ば
敎
授
：の
私
宅
訪
問
で
す
9

_ _ 

紫
煙
を
し
な
が
ら
の
お
話
を
娛
し
ん
：で
い
た

r

tた
い
0
で
す
0
懷
し
い
恩
師
と
滕
を 

.交
へ
て
の
歡
談
の
裡
に
、
II
大
な
餘
合
雜
誌
に
は
期
待
で
き
な
い
痛
烈
な
時&

評
論
を
承
る 

こ
と
^-
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す
。

_

新

冷

號

定
價
十
五
錢
郵
稅
五
厘 

郵

券

代

用

十

六

錢
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一
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八
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'
外
交
文
#
を
通
じ
て
見
た
る
慕
末
の
長
崎
r 

. 

ニ 

a
1

五
二) 

か
ら
明
治
八
年
に
及
ぶ
が
•
か
な
り
散
逸
し
た
士
兒
へ
て(

1)

、
元
治
元
年
、慶
應
'元
年
の
如
き
相
當
逋
要
な
、
又
興
味
の
多
い
苹
の
分 

が
金
然
缺
加
し
て
ゐ
る
。
即
ち
萬
延
元
年
五
通
、
同
ニ
年(

文
久
ー
兀
年

)

十
通
、
.文
久
1
1年
四
十
三
通
、
同
.三
年
十」

通
、
元
治
元
？
慶 

_應
ー
兀
を
缺
き
へ
慶
應
ニ
年
四
通
、
同
三
年
五
通
、
同
四
年(

明
治
元
年〕

四
十
一
通
.
明
治
ニ
年
八
通
、
同
三
年
九
通
•同
四
年
を
狹
き
、 

,
同
五
华一.
通
、
同
六
年
二
通
、
.同
七
苹
が
な
く
、
同
八
华
三
通
、
そ
の
外
年
號
不
詳
の
も
の
十
通
と
な
つ
て
ゐ
る
。
年
號
不
詳
の
も
の 

は
質
訶
、
休
日
通
吿
の
類
で
、
略
々
文
.久
ニ
年
頃
の
も
の
と
想
定
さ
れ
る
が
、
何
れ
も
重
要
な
も
の
■で
は

な

い

。
.
：要

ず

る

に

文

久

ニ

啐 

と
明
治
元
年
と
が
最
も
完
金
に
近
い
も
の
で
、
他
は
何
れ
も
不
十
分
で
あ
る
。
し
.•か
し
こ
れ
等
の
文
獻
に
依
つ
て
も
あ
る
g
ff
i
ま
で

 ̂

|
:
_の
裏
崎
办
狀
_

^
延

い

：て
當
：時

の

日

本

：の

:-

文
書
の
原
文
は
勿
論
邦
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
•に
蘭
_
又
は
英
譯
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
英

•
蘭
雨
譯
が
附
せ
.ら
れ
て
ゐ
る
の
も 
一
二 

通
あ
る
。
し
か
し
概
し
て
初
期
は
蘭
譯
の
み
で
、
後
期
は
英
譯
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
和
蘭
の
勢
力
が
次
第
に
英
米
の
勢
力
に
驄
逐 

さ
れ
て
ゆ
く
傾
向
が
見
え
る
。

ー
體
何
時
頃
か
ら
莢
譯
が
現
れ
て
ゐ
る
の
か
と
云
ふ
に
、
す
で
に
萬
延
元
年
に
も 
一
ニ
見
え
る
°

日

葡 

通
商
#

は̂
萬
延
元
年
六
月
十
七
日
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
十1

1.

月
の
長
崎
に
お
け
る
外
國
人
盜
雛
に
關
す
る
通
告
に
. 

は
英
譯
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
9)

.し
か
し
こ
れ
は
例
外
で
あ
る
.0
文
久
年
間
に
お
ゐ
て
も
蘭
譯
の
方
が
多
い
。
然
る
に
慶
應
年
間
に 

:な
る
と
全
然
英
,
の
：̂

で
あ
る
。
本
文
嘗
中
衆
後
.の
蘭
譯
^
日
附
：は
文
久
1
1
1
年
西
所
十
0.
.で
あ
る
？
福
澤
先
生
が
橫
濱
に
出
か
け
て
、 

和
蘭
語
が
通
ぜ
ず
、
英
語
で
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
感
ぜ
ら
れ
た
の
は
妥
政
六
苹
の
こ
と
で
あ
る
か
今
：か
ぅ
し
た
外
交
文
書
が
形
式
的 

で
あ
り
、
保
守
的
で
あ
る
こ

と

を
示
す
が
、

又
そ
れ
と
典
に
こ
れ
等
が
長
崎
と
耷
ふ
ゃ
ぅ
な
比
較
的
晋
な
が
ら
の
勢
カ
の
殘
存
し
て
ゐ

た
地
方
0
も
©'
:で
あ
る
た
め
で
も
あ
ら
ぅ
。(

0
0
.以
4
の

百

：
五
，
十

：一

ー

通

.0
全
部
に
蘭
譯
义
は
英
|1
が
つ
い
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
ぅ
が
、
現 

存
の
も
の
^
は
多
少
そ
れ
.等
を
缺
け
る
も
の
が
あ
り
、
叉
原
文
を
缺
き
、
.
_35
c
p,
み
の
も
の
も
あ
る
。
以
下
引
用
中
、.
蘭
文
又
は
英
文 

を
以
0-
,て
し
た
も
の
.は
、
：：こ
れ

(

等
0
原
文
を
逸
脫
せ
る
も
の
1?
あ
今
：.
れ̂
等
«>
飜
譯
擔
當
者
が
何
人
で
あ
2>
.か
に

つ

い

.て
は
不
明
で 

あ
る
が
、
萬
；延
年
間
の
も
の
に
は
飜
_
者
と
し
て
、inabe Tijaro, 

Tijzuro, 

S. 

T. R. M
i
s
M
m
k

な」

ど
の
署
名
が
あ
る
Q 

何
人
で
あ
る
^

だ̂
詳
か
に
し
な
い
。
そ
：の
後
の
譯
文
に
ば
譯
者
の
署
名
は
な
い
。

■
 

前
述
せ
る
如
乂
こ
れ
等
の
文
書
は
す
べ
て
葡
萄
牙
岡
士
^

^

—

-
即
ち
領
事
宛
の
公
文
^
で
あ
今
最
初
の
領
事
はJ. 

F
 Ev

ans 

(

い
は
い
ゐ
乃
承
ん
す
.:
>
せ
へ
袅
づ
ち
い
ぅ
袅
ん
す)

で
あ
る
が
、
文
久
元
年
以
後
は
^Loureiroo

し
ゐ
ろ
れ
い
ろ
、
ロ
レ
ー
ロ
、
せ

、■
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ろ
れ
ろ
、
せ
念
ろ
れ
い
ろ
、
ゼ
ー

口
ウ
レ
：イ
ーa )

で
、
中
緯
で
一
.度
歸
國
し
た
や
ぅ
で
あ
る
が
、
0
0

)

：
少

な

く

と

も

明

治

三

年

ま

*
で
領

.

.

.

.
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•
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. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

-

事
を
し
て
ゐ
た
マ
：そ
•の
間
に
怫
蘭
西
謂
事
を
®
任
し
た
C
と
も
あ
るO 0

O
)

明
治
五
年
以
降
は
合
衆
國
の
領
事
が
葡
萄
牙
領
事
を
簌
任 

七
て
ゐ
た
。
從
つ
て
こ
れ
等
の
文
書
の
生
要
な
部
分
は
ジ
r

a
ウ
レ
イ
ロ
で
あ
る
。

.

こ
の

a

ウ
レ
イ

n

が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
十
分
に
解
ら
な
い
。彼
の
.弟
に
ア
ン
ト
一
一
イ
•
ロ

ウ

レ

イ

ロ
な
る
商
人
が
あ

る

。彼
に 

つ
い
て
は
い
.ろ
ノ
\
事
件
が
あ
る
か
ら
-
後
に
別
に
述
べ
た
い
と
思
ふ
。
兄
の
ロ

ウ

レ

イ

：！も
矢
張
り
當
時
m
洋
方
；向
に
活
躍
せ
る
商
：
 

人
の
一
人
で
あ
.つ
た
か
と
思
は
，れ
る
。
そ
れ
は
長
崎
製
鐵
役
所
が
文
久
三
ハ
ヰ
亥
六
月
に
英
商
セ
ー
口
ウ
レ
イ
ロ
に
出
し
た
訪
文
狀
が
あ 

る
。(

7)

英
商
と
あ
る
の
は
彼
が
英
國
の
o
s
t
‘
會
社
の
代
理
人
で
あ
つ
.た
か
ら
で
、
全
く
同
一
人
で
あ
る
。
彼
の
來
任
が
何
^
で
•あ 

つ
た
か
も
明
か
で
は
な
い
が
、
文
久
元
年
辛
茴
九
月(

一

八
六
一〕

の「

地
所
規
則
添
書」

に
は
明
か
にnonsul, 

f
o.H.Portugal, a

nd 

外

交

文

喾

を

通

じ

て

見

た

る

慕

宋

の

長

峙

'

.

三

へ
ニ
五
三)
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•

C
o
n
s
u
l
a
r

'p
cr
q
e
n
t 

of 

F
r
a
n
c
e

と
あ
る
o(

s)

さ
ら
に
今
利
用
せ
ん
と
す
る
文
書
で
は
、
■萬
延
ニ
年
即
ち
文
久
一
瓜
年
の
一
月
二
十
三

日

付
の
分
がE

v
a
n
s

宛

：で
、.:
:
六

月

一

一

日

付

の
分
が
肩
書
は
な

い

が
ロ

ゥ

レ

ィ

ロ宛
に
な
つ
て
ゐ
る
0
從
つ
て
彼

0
就
任
は
文
久
元
年
の

.

.

. 
- 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

• 

. 

• 

• 

• 

-

. 

. 

• 

■ 

.

.

.

.

.

今
こ
れ
等
の
文
書
を
點
檢
す
る
と
種
：々
興
味
あ
る
記
述
を
發
見
す
る
が
、

一；々

そ
れ
等
を
紹
介
す
る
餘
裕
は
な
いO

と

、
に
は
先
づ 

經
濟
關
係
を
中
心
と
し
て
慕
末
.の
世
相
を
示
す
と
思
は
る
^
主
要
な
問
題
を
紹
介
七
ょ
ぅ
と
思
ふ
。
維
新
後
に
つ
い
て
は
後
に
讓
る
。

‘(

訪
. 一>

■:
本
外
交
文
書
は
永
見
德
太
郞
氏
の
舊
藏
せ
ら
れ
た
も
の
と
一
石
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
‘か
&'
り
多
く
の
人
々
の
間
にf

郜
分
づ
、
散
在
し
て 

■■
.

.

ゐ
る
の
で
は
な
：い
か
と
.思
は
れ
石
0

.

今
ま
で
叙
の
目
に
觸
れ
た
も
の
は
、「

日
葡
交
通
し(

日
葡
協
會
雒
誌
第
ー
_
昭
和
四
年
六
月
ニ
十
艽
日)

に 

',

中
山
久
四
郞
氏
が
n慶
臈
年
間
及
：び
明
治
三
年
の
日
葡
外
交
文
書

一.11

通
し
と
題
し
て
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
^
の
だ
け
で
あ
％

そ
れ
は
將
軍
袭
茂
誕 

也

日

に

，つ
ぃ
き
公
休
通
達

’
明
治
天
皇
御
即
位
及
び
御
誕
辰
恭
畫
達
ノ
大
參
事
擔
佐
通
達
の
三
潼
で
、
こ
义
に
は
全
然
關
係
が
な
い
。：
こ
れ
等
：
 

:「

散
逸
せ
る
も
の
が
金
部
纏
め
得
ら
れ
た
.な
ら
而
0
い
と
：思
ふ
:々

^

^

(

誰

.二

，
V
 

.

.

M
葡

修

好

條

約

及

び

貧

易

章

程

は

葸

延

1
R

年

に

江

戸

で

結

ば

れ

て

ゐ

.る

が

、

こ

れ

：
に

は

和

文

、

葡

文

の

外

に

隱

文

が

附

せ

ら

れ

て

.ゐ

る

o

I'
.
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.
.
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.
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. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

.

.

.

. 

.

: 

. 
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.

.

.

然
る
に
補
每
長
崎
ヤ
定
め
ら
れ
ち
地
所
規
則
し
は
英
文
が
っ
い
：て
：ゐ
る
、；.

.

(

外
務
省
_「

締
盟
各
國
條
約
_
纂」

明
治
十
七
年
改
版
に
據
る
；

}

0

 

cfr
i
l
l
D
:
住
し
英
國
に
.關
し
て
は
.

一.

八
六0

年
九
月
.ま
で
.は
觀
交
を
附
.し
た
.が
、.ぞ
.の
^
.
.
8
央
文
に
な
つ
た
と
CD
'こ
と
、で
あ
；る
。(

P
2
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?
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餘
四

>
:.

中
山
氏
^
前
掲
論
文
中
に
、
成
士
:̂
.は
:'
'
;英
語
の
：：0
0
|
1
の
.發
音
ぎ
め
ら
は
し
だ
っ
も
り
の
意
譯
文
字
で
あ
令

剛
使
な
ど
：\-
書
き
て
遵
だ
ま
ぎ
ら
は
し
き
も
の
ぁ
り
。
ま
た
_
色
雨
と
：か
い
た
も
^
も
あ
る
？
字
而
は
^
:
!し
い
；が
：、
英
：語
の
貝
音
に
：よ
り
近 

い
も
の
で
：あ
るj

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
何
故
2

|

1

3の：譯
語
た
る
公
使
と
甚
だ

.'ま
ぎ
ら
は
し
ぃ_語
を
：選
：ん
：だ
の
：
か
崎
に
落
ち
な
ぃ

0

(

註
五y

.

明
治
三
年
翠
八
月
十
日
賞
崎
■
.
歌
腿
村
盛
：秀

の

敫

奪

る

書

翰

に

辱

^
^

.

'

$
披

泰
’
然
者
貴.下
此
度
御
歸
崎
、
一
如
前
葡

■

呀
岡
士
：霉
_
御

取

擞

之

趣

御

靡

致
i

候」

と
述
ー
ベ
、
領
事
の 

.
'る
：の

貪

る

と'
こ
の
ー
頃
ー
度
長
崎
裏
っ
た
と
見
克
る

…

じ
^
^

.

.書
が
.

1か
ら
明
か
で
I
O
:
■
長
崎
を
離
れ
た
の
I

、
ら
く'
;
^

.
'か
ら
3
か
0

.,

.

.''
■:
''
,

.
バ.
'
;
;
':
:

. 

■
:

■

:

(

S

.C
例
崩
西
領
琪
锨
任
は
本
次
に
も
記
し
て
ぁ
：る
如
く
、
文
久
1兀
年
就
蓉
始
め
か
ら
で
ぁ
ら
ぅ
と
思
は
れ
る
が
、
化
め
た
の
は
？

4
な 

•る
脅
ヵ
俏

蘭
！
！

藤
住
領
事
と
な
っ
た
文

《

ニ
年
十
一
月
十
：音

で

、

'そ
れ
ま
で
繼
續
し
*
ゐ
管
し

-
^
o
.

即
ち
長
崎
零
大
益
觀
後
守
が
同 

日
付
を
以
一
っ
S

の
.辭
饪
を
承
認
し
て
ゐ
る
。
即
ちr

去
る
ナ一

日

較

ー

或

4

翰
致
披
閱
候
r
佛
蘭
西
'キ
ニ
ス
.
，
，
ル
命
に
依
て 

以
来
當
港
：コ
ン
シ
ュ
ル
職
テ
ユ
ー
リ
ー
被
か
得
候
に
付
、
其
許
辭
職
之
趣
被
申
越
、
.令
难
諾
.

’永
々
.勸
勞
之
察
に
存
候
、
此
說
及
挨
拶
民』

と
ぁ
る
。' .

.
，

：.

:

:

'

'

@七
)-:

そ
の
.全
文
は
次
ぎ
の
如
し
。
，
ン

. 
'フ
.

. 

•
英
商
セ
？
や
-ゥ
レ
イ
.
.ロ：幻
註
文
次
第
覺
；:

' 

.
、

■

:

ノ

：
ニ
洋
銀
七
簏
枚
.

V

,/:
:
;

)

a
群
®
無
：

H

節
敦
;0
本

通

用

金

於

帘

办

時

相

場

.以

比

霜

波

I

へ
ぼ
敷
、
I

人
又
者
代
人
相
屢
品
に
て
為
相I

I

 

:
:

.
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.'
翁
規
發
明
流
行
之
品
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:
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.

:

'

>
':
.

へ
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'

.
- 

W-'
.

'

.
,

:
拾
戴
封
度
以
下
賍
戰
大
炮
三
挺
ア
ム
ス
ト
口
シ
車
代
附
：

三
挺
：'
:
丨

. 

.

.
:
m附
屬
道
具
邦
玉
之
種
類
S

誇
相
添
^

同
.，
：

ぺ'.
.
乂 

ノ 
：：：
•■

:

:

:

,

.

.
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'

'

.

'

'

.
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外
交
文
書
を
通
じ
て
觅
た
.る
讅
求
の
長
崎
. 

.六

.

(

ニ
五
六)

，'
.へ
;.
,、
.：

右
同
斷
.馬 

X
:蛋

參

..ど

一:
:八

,
■
'
'へ
へ
',
彳

:::::
パ.：
''
'
:へ.
#
.へ''
:

セ

.
：
.

^

ャ

 ̂

へ
'-
.'.:.•

.
:
?■へ
：
但
劍
付
ー
還
之
駿
馬
：筒

托

灣

劍

其

外

諸

韻

具

打

方

之

書

籍

相

添 

右桁々注文之的にて柑調、

.殘
律
銀
高.を
：以
新
規
發
阴
銃
带
持
デ
ィ
ブ
；

^
筒

:'
'
上
故
相
調
，猶
當
時
西
洋
流
行
之
處
、
尤
右
筒

H

之 

^
形
其
外
諸
道
具
取
揃
相
添
候
亭
.'
.
.''
ビ

^̂
 ̂

'

 ̂

' 於
日
本
長
崎
.
.

製
：'
鐵

役

.
所

⑩

:
マ
 

':
聞

.掛

.

.

:

■

:.

■■
■-
.
 

.
 

.

.

.

. 

' 

.
 

... 

:

 

.

;

■

.

.

'-
■
:
-
'.
.: 

■

.

.
-, 

’

.■:
/
,-
.
:
. 

• 

:

/ 

.

.

'

.

.

メ
田
'ハ
-中
.
'
.
秀

平

' 
⑩

し
;

勿
諭
こ
^'
は
銃
器
製
造
の
見
本
と
し
て
代
入
拉
ん
と
し
た
^
の
：で
あ
ら
ぅ
が
、

'
一
.々

新
橄
發
明
流
行
の
品
た
る
べ
き
こ
へ
と
を
指
觉
し
て
ゐ
る
の 

は
而
白
い
©
-
:
: 

/
V
.
.
.
- 

八)

外
務
错
沂
刊の

*'

大
日
本
外
交
文
書
.

I

第
一
卷
第
：ニ
册
附
錄
三
の
三
九
頁
に

L
o
l
r
o

に
つ
い
て「

任
命
及
着
任
ノ
期
不
明
、
外
國
語>1 

依
ル
资
格
モ
明
ラ
カ
ナ
ラ
サ
ル
そ
云
.々」

と
記
し
，
筆

8
箜
掰
附

§

ー；の
1

ま
に
は
、「

^:
依
ル
資
格
ニ
：關
シ
テ
ハ
3

規
分
類
大 

塗

所

載/;
'
:
一

 

.八
六
ニ
年
四
月
ニ
+
九
归
贤
崎
モ
於
テ
_
印
七
ラ
レ
ダ
ル
—>
■
八
六
〇
年
地
^
矶
則
懋
麻
錄
土 

0
0
1
 for p

l
g
a
l

ト
記
；

s 

居
レ
ル
ヲ
以
テ
領
事
ナ
リ
.シ
モ
.
ノ

ト
認
，メ
ラ

.ル
し
と
|1
:
正
し
て
ゐ
る
デ
，し
か
し
本
文
缸
載
办
如
く
、：す
.で
に
.そ

托
し
て
ゐ
る
。
-序
で
に
同
書
に
は
怫
蘭
：两

領

事

5-
-。
〒
0
肩

もr

任
命
反
著
任
‘ノ
期
不
明」

と
し
て
ゐ
'る
が
、
そ
れ
は
話
五
に
依
つ
.•て
明
か
で

.■
■
■;
註
九
> 
な
ほ
：P
ウ
レ
す
ロ
に
っ
一
い
て
は

.前
揭
中
山
氏
め
論
文
^

^

そ
の
中
に
あ
る 

'■:「

薩
辦
折2

年
®
鋪
記
杜
龙
爾
剛
使
峙
熱
論』

の
緖
.言
：に
ロ
ウ
レ
イ
ロ
ゼ
观
評
し

.て
、

：

イ
ロ

4

說
得X

,
?

其
妙
デ
：得
タ
リ

」

.

と
記
：し
て
ゐ
る
さ
う
で
：あ
る
。
中
山
两
に
：從
へ
ば

「

折
田
政
の
ロ
：ウ
レ
イ
ロ
領
事
訪
問
は
、
庚
午

(

明
治
三
®

正
月 

.
1

百

に

し

て

、
午

^

I.

一一
 

時
ょ
り_

談
し
て
、
六
時
三
十
分
に
終
る
と
あ
り

、j

 

乂 

p
a

s
k

e
.

s
m

i
t

K

氏
は
次
ぎ
の
や
う
に
一
石
っ
て
ゐ
る

？

. T
h

e

 

m
o

s
t

 

• 

c
u

r
i

o
u

s

 

c
a

s
e

 

w
a

s

 

t
h

a
t

 

o
f

 

M
r
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J

O

SC N
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c
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i

r

c

,

 

a

 

p
o

r
t

u

rQu
e

s
e

 

u
n

d
e

r

 

w
r

i
t
i
s
h

 

p
r

o
t

e
c
t
i
o
n
,

 

b
e

i
n

g

 

t
h

e
n

 

t
h

e

 

m
a

n
a

g
e

r

 

o
f

t
h

e

 

B

H -
I
s
h 

rヾ n
3

.

务

)

D

§'
'

t

.

&

;

;

.

 C
o

,
.

f
r

.
o

j
l

n
/

S
h

a
n

g
h

a
i

.
:

 

.
(

o
p

.

 

:
.
c
i
t
,

 

p
.
,
:
.
2

4
s

)

彼
の 

c
u
r
i
o
u
s
.
.

 .
.
.
c
a
s
e

 

と
：云
ふ
の..

は
居
留
地
に.

關
す
る.

こ.

ー
と'

で
あ
る.

が
第

1
1

1節
'..
 

' .
' •
■.

，
に
述
べ
る
。':

;

:

/〉

:

.:
:

ン;'
.

;

-

.

.

' /
,

;

v

::
.

:

'

v :
 ̂

.

■

.

:

.
■>
'■

,
. 

ニ
.
. 

, 

. 

. 

.

.

.

. 

■

貿
易
を
離
れ
て
長
崎
は
な
い
。
•安
政
六
年
一
月
に
"
か
の
安
政
の
五
，ヶ
國
條
約
に
依
っ
て
、
神

奈

川

..

.箱
館
と
共
に
長
崎
が
開
港
さ
：
 

れ
る
と
共
に
、'

從
來
の
長
崎
貿
易
は
ー
變
し
た
。
制
限
質
易
は
廢
：さ
れ
、
侗
人
取
則
と
な
っ
た
。
そ
し
て
各
國
人
.が
多
數
入
込
む
こ
と
' 

に

な

っ

た

。
’
こ
の
時
代
に
ど

の

く

ら

ゐ

の外
國
人
が
長
崎
に
來
て
ゐ
た
か
に
っ
い
て
は
多
少
異
論
が
あ
る
や
う
で
；あ
る
が
、(

10)

«

々
■ 

な
る
國
籍
t
有
す
る
茜
が
急
に
來
航
す
る
や
う
に
な
つ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
れ
に
伴
つ
て
い
ろ
-
^
な
問
題
が
惹
起
し 

た
の
も
當
然
で
あ
り
、
叉
そ
の
多
く
が
今
ま
で
經
驗
し
た
こ
と
.の
な
い
新
し
い
問
題
で
あ
つ
た
、
め
に
、
多
少
の
困
惑
を
感
じ
た
の
も 

無
理
で
は
な
い
。
多
數
€>
洋
人
の
來
航
來
住
に
っ
れ
て
、
肉
の
食
用
も
增
抓
し
、
そ
.の
た
め
に
新
1
く
屠
牛
場
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら 

な
く
な
つ
た
り
パ
11) 

•，邦

人

に

し

て

外

國

人

に

®
用
さ
る
、
者
が
增
加
し
て
、
こ
：れ
が
取
締
り
.に
困
雛
を
感
ず
る
こ
と
も
あ
っ
た
。(

12) 
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外
交
文
書
を
通
じ
て
见
た
る
菽
宋
の
長
崎 

八

(
1
1

五
八) 

し
か
し
先
づ
無
條
約
國
民
の
來
航
せ
る
者
を
ど
ぅ
.取
扱
ふ
か
.^

一
つ
の
重
要
な
問
題
マ
あ

つ

た

0

.,

.

:ン
無
條
約
國
民
：に

關

す

：る

規

定

梂

萬

延

元

年

八

月

十

；
一

為

 

て
ゐ 

る
。
然
る
に
そ
の
三
界
後
、
、文
久
ーI

年
二
月
の
.奉
行
高
櫧
美
作
守
署
名
.の

•会

I

 en de 

l
a
l
i
n

巧

I

r

f
 

nde 

&
 

i

 

t
r
a
c
t
a
a
r
b
e
s
e
l

 m
a
o
n

こ
に
依
れ
ば
、
條
約
國
民
が
連
れ
て
來
る
無
條
約
國
民
に
.つ
い
.て
は
，

ー
八
六
0
年(

萬

延

元

$

六

月

と 

一
八
六
-年
ハ
安
政
冗
年
レ
ー
ニ
月
と
ー
ー
闾
通
達
し
て
ゐ
る
由
で
あ
る
が
、
3

こ
の
ニ
.書
埘
は
發
見
し
#
な
'ハ
0
.何

れ

.に

レ

て 

國
々
民
は
上
陸
を
も
許
さ
れ
な
か
つ
た
。
唯
ど
の
條
約
國
か
の
領
事
の
養
な
保
證
を
有
す
れ
：ば
こ
.

れ
を
許
ざ
れ
年

^
^

を
有
さ
ず
し
.て
上
陸
し
た
者
は
嚴
證
、
處
■
ざ
れ
る
。(

^
泰

の

處

罰

は

日

本

官

进

に

依

つ

て

な

さ

れ

る

が

’

そ

^
-̂
領

事

と
^

談

-<
0
上
：で'行
な

は

れ

た

。1.
:
か
し
1

實

施

：に

は

中

：々

闲

難

が

多

か

.0
|た
。
領
事
が
自
國
所
導
の
無
條
約
國̂
^
^
^

が
ぺ
15
>
な
_
そ
の
同
一
入
た
る
こ
士
の
證
明
名
|

&
§

)

に
は
多
大
の
困
難
が
あ
つ
た
0
殊
に
烫
那
人
が
最
も
問
題
と
ま
つ
た
， 

亥
那
人
は
和
蘭
人
同
様
、
從
來
長
崎
貿
易
の
特
權
を
得
て
ゐ
た
こ
と
は
.煳
知
の
.こ
と
で
あ
.る
。
.然
る
に
支
那
政
時
と
は
^
等
0

1

 ̂

を
結
ん
で
ゐ
な
い
。
從
づ
て
支
那
人
は
無
條
約
國
段
と
し
て
.0
取
扱
ひ
$

け
.な
け
れ
ば
|

な
い
0
し
か
し
他
方
從
來
の
f

屋
敷 

に
お
け
る
观
限
質
易
は
.繼
續
し
て
ゐ
だ
か
ら
、
支
那
人
が
さ
ぅ
し
た
不
利
な
條
件
に
廿
ん
じ
て
ゐ
る
の
な
ら
問
題
は
、な

ハ

'さ
ぅ

で
な 

け
れ
ば
他
の
條
約
M

0-
保
謹
の
下
に
な
す
ょ
り
外
に
な
い
。p

l
-
s
m
i
t
h
.

氏
は
支
那
人
問
題
に
つ
き
次
ぎ
の
如
X
®
ベ
亡
ゐ
る
。
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of these 

Chinese • were 

a contimial source of 

trouble to, the Japanese .local 

authorities 

and 

to 

the 

consuls 
丫
げ ecause they were 

very 

d
s
c
u
l
t

 to iden

g.y. 
T
h
e

 
Japanese 

desired to 

§
vent the 

c
l
a
n
d
e
s
f

-
ノ ■

ペ ー . た へ

trading, of these 

Chinese 
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to. protect
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m
e
m
b
e
r
s
Q
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吹uild. 
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h
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w
a
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1
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 the Consuls 

to the Chinese in the employ 

of their 

nationals,

o*
u
t the 

evir continued for m
a
n
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O
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■
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こ
の
說
明
は
‘大
體
に
.お
ゐ
て
正
鯓
を
得
た
^
の
：で
：あ

る

。

唯

當

局

が

支

那

人

取

締

の

：.必

要

を

痛

感

し

た

の

は

單

に

唐

人

屋

敷

の

商

人

.

-

' 
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等

、

不

枸

男

女

、

質

取

候

.者

裏

候

處

、

：
此

節

致

露

顯

，

'
遂

探

索

>

幼

兒

等

は

：
联

戾

し

候

上

、

於

官

府

差

向

養

育

遺

し

、

本

人

种

關

係

之

者

召

 

.捕

、

夫

：
々

咎

申

付

候

，

右

は

S
R

來

A

道

に

悖

^

候

儀

ニ

て

、

：
甚

以

不

埒

之

至

ニ

候

.、

：
就

.て

は

貴

國

從

民

之

內

万

.
1

心

得

違

、

：

右

樣

之

所

粢

不

及
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付
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源
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翰

：，

「

條

約
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結

パ

さ
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國

の

人
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は
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陸

難

相

處

箬
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付
、
翁
て
支
那
人
共
取
締
向
に
付
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「
：

も
相
談
及
ひ
置
候
處
、
兎
角
渡
來
之
船
連
渡
候
支
那
人
共
フ
猥
i

陸
致
し
候
哉
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聞
候
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註

ニ
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八
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十

一

日

の

書

翰

は

原

文

が

な

い

の

で

、

十

分

'
に

解

ら

な

い

が

そ

の

第

五
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 d
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N
a
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d
i
t
'
b
i
j
v
o
e

句e
n
d
c
:
s
c
h
r
f
f
t
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a
^
s
v
e
n

 

w
o

r
d

e
n

-
r

と

あ

る

がV

こ

の

d
i
t

 

b
i
j
v
o
e
g
e
n
d
e

 

s
c
l
i
n
T
t

が

割

符

の

譯

語

で

あ

る

と

す

れ

ば

：

(

註

5

-
.
.
領

事

が

證

明

を

與

.へ

.て

、

税

關

が
.パ

.ス

.を

賦

與

し

た
.の

で

.
、

2
 

a 

s
p
e
c
i
a
l
,

 

p
a
s
s
,

 

t
o

 

.
b
e

 

i
s
s
u
e
d

 

b
y
.

 

t
h
e

 

c
o

d
s

:

で

は

な

い

の

で

：.
^
. 

な

か

ら

ぅ

か
°:
前

註

か

ら

見

て

も

、

又

次

ぎ

の

「

各

國

附

屬

支

那

人|:
<
?相

渡

候

印

鑑

雛

形

」

に

依

っ

.て

も

證

明
$

れ

ょ

ぅ
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H

r
こ
.
等̂
來
航
せ
る
外
國
商
人
：の
推
居
が
次
ぎ
の
問
題
と
な
る
。
即
ち
屉
留
地
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
はp

a
s
k
?
s
m
i
t
h

氏
が
そ 

z>
著 
一U1

ル
頁
.以
下
'に
；,
'
當 

p

m
* MO

R
S
O
n

 :

の
：外
交
文
書
に
據
.つ
て
詳
細
に
論
じ
て
ゐ
る
。
葡
萄
甘
領
事
に
つ
.い

て
は
唯
新
し
き
居
留
地
に
反
對
し
た
ロ
ゥ
レ
ィ
ロ
に
つ
い
て
次
.ぎ
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
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.
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蟛
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外
交
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じ
て
見
た
る
慕
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t
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こ
の
敍
述
は
大
®
耍
«
を
得
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
實
際
問
題
と
し
て
は
未
だ
解
決
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
Q J

八
五
九
年
0
協 

定
で
假
住
居
に
ゐ
た
外
國
人
を
新
居
留
地
に
移
轉
さ
せ
る
の
に
.は
か
な
卜
骨
が
折
れ
た
や
う
で
あ

る

。
葡
萄
牙
の
場
合
に
は
持
に
然
り 

で
あ
つ
た
。
パ
ス
ク
ス
ミ
ス
氏
も
指
摘
し
.て
ゐ
.る
や
う
に
、n

ゥ
•レ
ィ
口
達
は
舊
俵
物
役
所
を
借
り
て
ゐ
た
が
、
泰
行
所
で
は
そ
こ
を 

税
關
に
す
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
。
葡
萄
牙
側
で
は
梅
ケ
崎
.の
新
居
留
地
の
建
物
の
建
築
中
を
ロ
實
と
し
て
ゐ
た
o

.
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共

許

ね

：貸

置

办

元

俵

物

役

观

以

當

分

港

會

所

引

移

外

樣

电

談

せ

し

處

、
，
梅

ヶ

：崎

居

§
5

場
象
作
普
請
中
之
趣
^
付
、
無
餘
儀
見
合
置
外 

得
共
、
最
早
近
ミ
普
請
も
出
來
之
由5

#
、

可
成
丈
ヶ
.差

急

；
キ
：
同

所
^
引

移

さ

れ

办

樣

い

た

し

度

ル

、
.無

左

卟

而

は

港

會

所

跡

沿

地 

.

切
取
方
出
來
兼
、
居
留
場S

道
筋
差
支
^
間

此

段

申

進^ :
.
:
_

»

ヘ

丨

'

十

一:

1
,+
卩
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部

一

駿

河

守
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花
押 

ぜ
ベ
つ
ち
い
う
表
ん
す
君 
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.
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こ
れ
は
萬
延
冗
年(

一
八
六
0
>で
新
居
留
地
決
定
と
同
じ
年
0

A1
六
〇
年
五
月)

Q

も
の
：で
あ
る
。
■勿
論
か
く
急
速
に
移
轉
し
得
ら

る

、
替
の
'も
の
で
は
な
い
.。
單
に
葡
萄
牙
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
殆
ど
す
べ
て
栘
轉
を
：完
了
し
.て
ゐ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
翌
文
久
元
年 

(
一

八
六1

)

の
十
一
一
月
末
ま
で
に
移
轉
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
し
か
し
各
國
と
も
移
り
.得
ず

、

終

に

又

々

翌

.年

三

付

十

七

け

逛

猶

豫 

す
る
こ
士
に
な
ク
た
0
:こ
；の
間
の
事
情
を
詳
細
に
記
し
た
英
國
領
事
.
^
o
. 

M
s
u
r
g
h

が
自
國
の
公
趣
に
宛
：て
た
*

^Q.
金
文
は
•ハ 

ス
タ
ス
ミ
ス
1氏
の
著
書
ニ
四
七
冥
に
轉
皸
さ
れ
て
ゐ
る
0(

23〕

'
ゎ
が
泰
行
か
ら
1

事
に
宛
た
^
^
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
0 

.
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附
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0
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、
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a居
留
地
内
泛
轉
住
之
義
电
達
卟
處
.フ
：差

向

往

居

營

方

方

便

無

之

も

'(
/
>も
有
之
由
ニ
.而
、
此 

程

組

頭

幷

懸

ル

も

の

：
反

談

判

被

致

卟

趣

'4
:
:有
之
卟
一
一
せ
、

來

三

月

十

七

日

迄

猶

豫

致

し

|/
1
>ハ

、
.
、

あ®
引
移
昨
様
可
取
斗
旨
、I.

昨 

六
日
駔
國
：コ
：ン
シ
モ
ル
ぶ
申
M
，
蕪
據
'
_ー1
:
#別

紙

之

通
：：：(

24
$
挨

拶

及

置

ゆ

間

、
：
镲

心

得

相

蓮

办

、

.

猶
赕
申
合
^
様
致
し
度
此
段
，
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申
遺
^

>譴
言
.
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:
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'
.ー
文
火
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1
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九

.日
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っ
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彳

 

花
押
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せ
い
ろ
れ
ろ
延
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す
で
に
宛
名
も
問
題
の
人a

ゥ
レ
ィ
ロ
に
な
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
文
久
ニ
年(.一

八
六
ニ)

正
月
頃
に
は
略
々
1

鄯
件
も
大
體
片
づ 

W

て
來
お
ら
尨
く
、
.
：
同

：
月

：
八

6

付

：の
譽©
で
.、
：；

「

鹿
便
場
之
事
件
並
：に
：運

^

所
取
立.場
所
#

て
ゐ
る
。
梅
ヶ
崎
输
圖
の
示
す
が
如
く
惣
坪
數
四
千
三
l7
!
.九
坪
、
貸
地
分
は
四
汗
七
十
七
坪
。
關
H
を
入
っ
た
所
に
關
f,
fj
御
骄
所(

凡 

ニ
西
三
十
ニ
坪)

が

あ

り

、
中
央
の
往
還
を
，眞
す
ぐ
突
き
當
っ
た
と
，こ
ろ
に
遝
上
場
が
あ
っ
た
。
勿
論
こ
れ
は
居
留
地
の
全
部
で
は
な 

外
交
文
書
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交
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通
じ
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た
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搔
_
市
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把
依
れ
ぼ「

女
久一

一11年
與

月

に

杜

外

國

人

居

留

地

の

：區

域

を

定

め

^

败

名

を

附

し

充

左

に

埋

粲

地

及

び

埋

築

せ

ざ

る 

焐
留
地
o
地
植
I
揭
げ
や
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と
述
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：

ベ
'
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如
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擧
げ
て
ゐ
名
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參
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ニ
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編
入
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加
へ
れ
ば
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四
千
苗
七
拾
坪
で
略
>
合
致
す
る
0「

長
畸
市
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出
典
を
示
し
て
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い
か
ら
、
そ
0
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语
ば
猶
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な

い

が

ャ

も

、し

「

こ
ー
れ
が
疋
じ
い
と
す
れ
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亂
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_
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の
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れ
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な
ら
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こ
れ
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地
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地
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.
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ど
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交
文
書
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じ
て
見
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_.る
幕
末
の
長
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一..：九
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へ
1
1
六
九
V

:

以

上
^

f
中
八
苜
四
拾
壹
坪
あ
り1R

の

南

瀨

崎

米

^

及 

■.び
逸

見

赉

犀

勝

近

：な
り
慶
應

11

牢
三
月
居
留
地
に
編
入

一‘

赉

よ

り

指

寶

香

ま

で
',

■

內
辦
天
橋
他i

f
f

大
浦
川
左
律
贰
千
六
百
七
拾
六
坪
拾
憲 

#
よ
.O'
-p
i
]拾
威
^
ま
で
+

«

天

橋
- %

含

セ

四
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瀋
館
贰
千
坪

*!
赉
よ
り
拾
六
赉
ま
で

1
齊
よ
り
參
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地
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こ
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地
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留
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ら
れ
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の
か
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又
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地
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•つ
き
個
々
に
定
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れ
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借
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總
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の
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翰
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あ
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塑
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本
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役
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必
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み
の
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に
歸
せ
る
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^
は
ゆ
か
な
い
で
ぁ
ら
ぅ
。
何
故
な
ら
當
時
來
航
せ
る
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國
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は
、
後
に
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述
べ
る
や
ぅ
に
、
無
賴
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徒
が
少
な
ぐ
な
く
、
又
未
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る
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度
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つ
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な
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つ
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狀
.に
っ
き
一
ド
ル
ラ
ル
^
、
場
所
々
々

の
健
固
狀
に
付
ハvoor ied.eren gezondheidbrief)

に
付
一
ド
ル
ラ
ル
半•

共
外
の
各
書
に
付 

1

ド
ル
-ス
ル
半
を
徵
收
し
得
る
こ
と
に
な
つ
.て
ゐ
る(

33)

0
.右
ぬ
揭
ぐ
る
も

.«
>
'は
文
久
一
ー
牢
の
.出
港
證
文
で
ぁ
る
。

然
る
に
領
事
側
は
«

4
を
も
營
ま
ぬ
船
舶
が
出
入
の
度
铄
に
課
稅
さ
る
>
の
は
困
1
と
萁
ふ
の
で
、
貿
易
せ
ず
し
て
、
四
十
八
時
間
. 

內
に
宂
未
る
船
舶
に
對
し
.で
.は
右
噸
税
を
免
除
じ
て
臾
れ
と
申
出
た
0
こ
れ
に
對
し
奉
忭
側
ば
約
束
.に
違
.ふ
と
尹
つ
て
拒
絕
し
て
ゐ
る
0
:
. 

.
•
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入

證

船

ぐ

軍

艢

老

外

繁

商

寶

有

無

-
不

枸

卞

補

而̂
出

港

學

數

數̂
當

膨

之

旨-'

■ね

書

面

往.«
取

極

有

；之̂
プ
.紙
ル

：處■
消

：中

荷

ロ

解

明

不

致
^
金

ぐ

新

說_
知

之

だ

めV
裊
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i

霞
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^
出

帆

相

成̂

船
は
、
‘
X
出

港

手

數¥
.不
及s

日

國

.
文
久
ニ
戍
年
十
一
.月

.
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小
杉
右
藤
.
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う

れ

い

ろ

君
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:
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.
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. 

し；

.
 

こ

れ

に

依

石

、と

去

る

申

¥
三
月
、
即
ち
萬
延
元
年
に
江
戶
に
お
げ
る
外
交
交
渉
と
は
別
個
に
長
崎
に
お
ゐ
て
交
渉
が
行
な
は
れ
た
や
' 

う
に
、見
え
る

o

,

.
- U

か
し
そ
れ
は
.大
體
'て
.の
點
に
っ
い
て
は
江
戸
に
'お
け
る
決
定
‘と
同
じ
こ
.と
.

に

な

つ

た

や

う

で

ぁ

る

。

最
後

の

'

「

尙

及， 

.
外
交
文
書
を
，通
じ
て
見
.た
る
幕
末
の
長
崎
. 

.

ニ

五

.

(

一、V
.

七
五)



ぃ
外
交
文
說
を
通
じ
て
.見
た
る
菽
求
の
長
崎 

.ニ.：六

.

(

一
：1

七

.1

G、

打

合

昨

英

譯

は

w
>will ask y

o
u

 w
h
a
t

 is youi; opposition 

a
b.o
u
t
 

this 

日at ter s 

=
と
あ
る
、
■少
し
く
强
く
響
く 

や
う
に
思
は
れ
る
。

し
.亂
賺
“
通

龢

協

贫

泰

東

る

设

圓

稅

ば

相

嚴

風

ル

ク

賴

類

^^
土
割
瓦
^

^

-普
逋

ぬ
'?
)
;
:
^

 

他
が
五
 ヾ

分
と
な
つ
て
ゐ
た
。
し
か
し
國e

の
政
治
的
不
安
は
減
税
を
餘
儀
な
く
し
.
す
で
に
元
治
元
子
¥
ニ
片
朔
日(

ー
八
六
四
年
三
月
：八
日) 

•か
ら「

減
税
の
儀
取
行
ひ
、」(

37〕

終
に
慶
應
ニ
年
五
月(

一
八
六
六
华
七
月)

の「

改
税
約
定」

と
な
り
、
輸
出
入
共
從
價
五
分
の
.關
税
と 

な
つ
た
。
こ
れ
が
明
治
三
十
一
年
士
一
月
末
日
ま
で
四
十
年
間
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
多
く
の
書
物
の
.記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
？
然
名
.に
.長 

崎
に
あ
つ
て
は
そ
れ
ょ
り
も
一
ヶ
月
早
く
、
慶
應
ニ
年
四
月
十
ニ
日
に
新
留
易
規
定
の
通
呰
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
=Th

e
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.Hop9 sition 

.
 

H.
0 
ノ
 establisli:'. new'regulations 

.
 for'..loadingvl discharging, 

.

.
a
n
pu
' examining 

t
h
e

of
q
o
o
d
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W.MC11 

ar'.a^plied

..
 f or 
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D*
y
..
 

foreigners》
a
n
d

 for. levying the import a
n
d

 export duties 

on the same, 

lias been discussed t>y all treaty consuls 

tandjourselves, 

Accordiag!Iy:..I .have-the. 
_
 honour: to. inform..'y.ou that...the.follô

ia

的.Reg

cflations 
.s-ereof 
ノ
 haye'now'.. 

•Deen ..resolved .upon, 

.the s
a
m
e

 
t
oo*
e
- 

carried'in.to.. effect-'inr'a

-.-.few'..days,....as:

rt
-
l
l
e
-
.

Examination ofsces.-at. Mume.gasaki, 

Sagaiimats, 

a
n
d
o
e
s
i
m
a

 having been'.4uite completed

ぺ
-と
報
じ
て
ゐ
S-
.
0こ
れ
が
江
尸
に
お
ゐ
て
行
な
は
れ
つ
V
あ
つ
た 

新
規
宛
と
ど
う
一K

ふ
關
係
を
も
つ
て
ゐ
る
.の
か
は
明
か
で
な
い
。
•
し
か
し
こ
の
新
規
定
を
.見
る
と「

改
税
約
定」

：と
抵
觸
す
る
點
は
な
'

s

o

む
し
ろ
そ
の
第
七
條
の
運
上
所(

稅
關)

の
取
扱
規
定
に
從
つ
て
作
ら
れ
た
も
の
、
や
う
に
見
え
：る
：

(
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o
し
か
し
そ
れ
で
は
時
間

.
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■

的
に
逆
に
な
る
'
o即
ち
江
戸
の「

改
稅
約
定」

は
.長
崎
に
お
ゐ
て
は
六
月
一
一
十
一
日
か
ら
實
施
さ
れ
る
：こ
と
'に
•，な
'つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
何

れ
にし

；：

て
も
長
崎
に
お
け
'る
新
規
定
商
實
際
.の
；取
扱
：を
主
：と
し
、
從
來
あ
つ
た
種
々
な
る
弊
害
不
使
を
除
去
す
る
こ
：と
を
自
的
と
し
た
1 

も
の
で 

> 

:

關

税

そ

の

も

の

：：

.は
中
央
.00
'
規
定
し
た「

灌
上
自
錄」

に
從
つ
た
の
で
あ
ら
う(

39)

0
唯
こ
の
A
崎
と
江
戸
と
殆
ど
同
時
に
行
な 

は
れ
た
外
交
接
渉
ば
瓦
.に
如
何
&-
-
る
聯
絡
が
>̂
';
.つ
た
の
か
を
知
り
た
ヤ
:^
の
で
.
'あ
^
:0
.

■L
か
し
こ
の
新
規
宛
が
出
來
た
の
で
全
部
問
題
が
な
く
な
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
■慶
應
ニ
年
十
.一
月
十
四
日
の
德
永
石
見
守
及
び
能 

勢
大
隅
守
署
名
の
書
翰
忙
依
れ
ば
:>「

居

腐

她

波

：戶

揚

場

丼

輸

出

入

荷

物

揚

卸

等

之

儀

一

一

付

」

、
.な
ほ
談
判
の
4
約
定
し
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
こ
と
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
又
新
規
則
に
依
れ
K
船
舶
用
の
■た
め
の
品
物
は
税
關
か
ら
切
符
を
與
へ
て
特
別
の
极
ひ
を
一
し
て
ゐ
.た
。
と 

れ
は
恐
‘ら
く
そ
れ
等
が
從
來
無
稅
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
商
船
が
必
要
と
す
る
小
量
の
布
炭
の
如
き
は
無
税
と
さ
れ
て
ゐ 

た
。
然
る
に
新
し
い
慶
應
ー一

年
の
改
税
約
書
の
運
上
目
錄
輸
出
品
中
に
有
稅
と
な
つ
て
ゐ
る
の
.で
、
こ
れ
に
課
稅
す
.る
：旨

を

德

永

、
能 

勢
.雨
奉
行
の
名
を
以
つ
て
、
慶
應
三
年
三
月
十
五
日
付
を
以
つ
て
通
達
し
て
ゐ
る
。
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~l
改
稅
約
定」

は
先
に
述
べ
た
や
う
に
、
長
崎
で
は
六
月
二
十
一
日
か
ら
實
施
と
沄
ふ
と
と
に
な
り
、
又
神
奈
川 

で
.は
五
月
十
九
日
と
規
定
さ
.れ
.て
ゐ
る
が
、
.右
の
書
翰
に
依
:^
と
調
印
さ
れ
.た
時(

五

月十
三

；：：：
〕

か

ら

と

这

つ

て

ゐ

る

。

何

れ

に

し
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‘ ■外
交

文#

を

通

じ

て

见

た
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幕

末

の

.長

崎
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外
交
文
書
を.通
じ
て
見̂
る

幕
末
，
の
.長
崎

 

‘ 

II

八
'
 

(
M

七
，.

O

 

も
畏
崎
で
は
神
奈
川
ょ
.り
約
十
ヶ
月
、
規
宠
ょ
り
は
九
ヶ
月
ば
か
り
後
れ
て
實
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
今(

40
V
從
つ
て
長
崎
に
お
け
る 

新
規
則
と「

改
税
約
定」

と
は
こ
の
程
度
の
釧
齬
は
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

•
:'
:

-.

■.最
後
に
貿
為
に
關
し
て
簡
單
に
附
記
し
て
遛
き
たS

の
他
、
前
に
も
支
那
人
に
關
聯
し
て
一
言
し
た
銅
錢
に
つ
い
..て
：で

あ

る

。

銅

が

」 

日

本

：の_
出〗
ロ

取

重

奥̂

名

や

で

卷

り

ぐ

へ

萬

延

の

规

定

ね

飞

八

留

本

靡

す

‘

礼
に
て
寶
渡
す
べ
し」
と
あ
る
。
し
か
し
銅
錢
の
輸
出
は
禁
じ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
以
前
か
ら
の
政
府
獨
占
を
繼
續
し
、
勝
手
.に
こ
れ
：
 

を
輸
出
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
銅
錢
が
頻
繁
に
密
輸
名
れ
た
の
も
恐
ら
く
か
う
し
た
獨
占
專
賣
の
結
果
で
あ
ら
う
。
か0

'

日
本 

で
.は
洋
銀一

兆
は
銅
貨
約
四
千
八
百
文
に
値
ひ
す
る
の
に
對
し
•
支
那
で
は
一
弗
が
千
文
乃
至
千
一
ー
百
文
だ
っ
た
と
ー
ー

4
ふ
こ
と
も
密
輸
. 

を
盛
ん
欢
ら
し
办
汔
の
^
あ
：&

V5
0へ資料；
の存す；も
の
久

H
-I
ー
；:0
、
へ
真
月
：
十

七

白

：及

；び

_

八

月

ニ

十

一

日

に
 

1

1囘
.の
合
訃
四
闯
に
過
ぎ
な
い
が
、
も
し
資
料
が
完
全
に
保
#
さ
れ
て
ゐ
れ
ば
、
も
っ
と
.多
く
.算
へ
る
こ
と
が
出
來
た
ら
う
し
、
.も
し 

發
覺
し
な
か
っ
た
琪
件
を
も
知
り
得
た
•な
ら
ば
、
か
な
り
の
數
に
上
•っ
た
ら
う
。
以
上
四
囘
の
內
後
の
三
囘
は
何
れ
も
支
那
人
が
關
係 

し
て
ゐ
る

0

(

41)

從
來
支
那
人
が
銅
の
輸
出
を
營
ん
で
ゐ
た
こ
と
、
何
等
か
の
關
聯
が
あ
り
さ
う
に
思
へ
る
。
こ
の
こ
と
は
明
^
政
府 

に
な
つ
て
‘か
ら
も
天
保
錢
そ
の
他
の
輸
出
と
な
っ
て
現
れ
、
當
時
起
っ
た
銅
及
び
’銅
錢
輸
出
と
一
聯
の
關
係
に
超
い
て
蔣
ふ
べ
讀
も
の 

で
、
文
久
，

U

印
と1K

ふ
特
定
の
年
の
特
殊
の
現
魚
で
は
な
い
。
し
か
し
詳
細
は
明
治
初
年
に
っ
い
て
記
述
す
る
際
に
讓
る
。

$■
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■
，

’
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1

1

0

〕

_

p
55
t
3r
:

九
M
は
下
に
何
れ
も
收
錄
さ
れ
て
ゐ
る

。
'

(

註
三
'
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3
”
«
峙
0
日
本
韶
を
_
文
字
：を

以̂
て
記
す
際
ノ
そ
の
：綴
方
は
區
々
.
で

太
上
揭
の
^
く
で
あ
る
が
、
年
號
に
.1
.
‘て
も
、
截
延
を>

<
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?
K
e
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a
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K
e
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K
e
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o
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S
K
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w
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a
i
o
-

穴 Keiau: 

lwe
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o*"
-

等
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明
治
を 

s 

M
a
y
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r
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i
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i
g
i
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等
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(

註
三
ニ〕

...こ
の
方
面
に
關
し
て
は
^ske,smkh,. 

o
p
, 

cit.,.. pp.. 235 S

に
多
く
.の
..例
が
.あ
る
。
，.

•

_

1
毫)

^

條

約

蒙」

五
.八
:0
|
3£
八
1
貨

(

註
！

U

四
：

> 

’「

第
七
則
第
三
類
都
て
蒸
留
或
は
_

し
潼
.，々

の
製
法.に■て
造
り
た
.■る

ニ
.切
の
滴
類
右
2

八
頁)

。 

' 

• 

1
'-
:
'
;

(

訪
三
五)

「

第
四
類
凡
て
前
條
に
擧
さ
る
品
々
は
何
に
寄
ら
す
‘ニ
剧
.の
運
上
を
納
^
ト(

同
上
ゲ
:;
_
:
.

(

独
三
六)

1第1

一
類
凡
て
船
の
造
立
綱
具
修
復
、或
は
船
裝
の
爲
伫
用

る

品
々
^
^
具
の
類
/
稱
漬
食
物
め
諸
類
/
パ
ゾ

0

1-
パ
シ
の
粉
/
生
.た 

へ
る
鳥
獸
類
^
石
炭
^
^
を
造
名
爲
の
材
木
フ
来
穀

-̂
蒸
氣
の
器
械̂
木
綿
ゾ
ヵ：-̂
^

i

l

!

七)

ー
斷
簡
で
あ
る
が
、
御
勘

^

方
*

御
目

#

方
、
組
頭
、
運
上
所
掛
連
名
で
次
ぎ
の
如

.

く
記
しT

ゐ
る

。
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罕
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l月
湖
日

-
-■ 
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.

.

.

.

.

マ
-、.

.

.

.

_

八
ょ
り
减
稅
眠
行
ひ
候
處
右
條
約
^

^
て
不
擧
咼
ネ
以
後
ニ
割
之
稅
苛
取
立
分
凡

^

^
通
卜
ル
し
て
、
，茶
碗
藥
、
鯨
、
鮫
、
鼈
甲
、

|1
\

*
紫 

磁
名
瀕"
水
類
、
餐
'馨

抱

蠟

燭

、
|

積
矽
糖
漬
、
卷
煙
草
、
錨
地
：金
、
黑
熊
白
勝

—

‘
叭
|

擧
し
て
ゐ
る
6
。：み
.

(

註
H
K ;「

ぅ
第
七
條
運
上^'
諸
取
极
向
か
陸
揚
船
及
び
船
入
足
小
遺
等
肩
方
に
付
開 

開
港
場
の
奉
行
連
に
外
國
の
ゴ
ン
ダ

ユ
ル
と
談
判
•に
及
び
雙
g

議
の
上
右
の
枚
都
合
決
し
て
無
之
_
規
則
を
立
て
交
易
の
道
敗
各
人
の
所
務 

.
を
可
成
丈
菘
易
く
し
乜
安
全
な
ら
し
む
る
樣
雙
方
爱
に
翳
定
せ
.り
.

」
(「

條
約
*

L

三
一
一
七
頁

)

。
次
註
を
參
照
。
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外
交
文
書
を
通
じ
て
見
た
る
幕
宋
の
長
崎 
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二
'九
.
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T
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じ
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見
.た
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末
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註
三
九)

長
崦
に
て
協
定
さ
れ
た
貿
易
规
则
の
垒
文
は
次
ぎ
の
如
し
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o
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this, port, 

appllcauons: for permits,., etc., .mly'.be 

s
t
e
r
e
d
.
a
t

 a
n
y

a

a

sw
x
a
m
f
n
a
-

 

■
tlon,omces,.‘as 

m
aj
r best, suit the. c

o
n
v
i
p
i
c
n
ceaajpplicaats.
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A
n
y'shlp<solearance ■ s

h
a
l
l

cr
n-bro.ughlt to 
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ノ
 place-.wllse 
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-
e e

n
t
r
y
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w
a
s
-
m
a
d
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w
op-
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fl
>
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l
gf>
e
i
p
t
s

 for .duties shall be..

granted 

b
y

 

the E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n

o
m
c
e after 
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',g
o
o
d
s

 

s
h
a
l
l
h
a
v
e

 

b
e
e
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p
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c
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examinati
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m
a
y

take place at 

a
n
y

6
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n
d

 

all parcels 

p
a
s
s
e
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b
e

 

m
a
r
k
e
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p
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o
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u
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n
d
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O
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n
a
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o
f
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s
a
m
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i
i
a
v
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e
e
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m
u
s
t

 

be. 

b
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o
u
g
h
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 only after 
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e
r
m
i
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w
o
u
l
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o
o
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u
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f
o
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P
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n
o
t 
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i
s
s
u
e
d
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v 

the E
x
a
m
i
n
a
t
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o
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o
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shall 
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a
d
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c
^
o
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^

船
坪
.の
:̂
:

- ^
は
そ
の
後
明
，治
^

^
來
再.び
無.税
^
さ
れ
た
：。
.(「

條
約
翁
錄
し
三
.五
.六
11》

「

以
手
紙
致
避
上
候
’

然
は
石
炭
輸
出
之
.. 

、
：依
拉
斤
數
の
多
鐵
七
諭
ぜ

^

運
上
0

錄
中
姐
拱
を
可
相
納
物
品
啪
に
：有
が
候
得
共
：

^
商
用
に
無
之
分
納
税
爲
致
候
者
歡
な
ら
ざ
る
に
ょ
り
.

,蒸
氣
船
に
限
：り
、

/以
來
ほ
無
税
に&致
:-
:
'帆
前
船
傾
^

1候
分
は
典
船
用
と
稱
す
る
聊
の
分
た
り
と
も
輸
讪
徽
私
1
2^;
立
候
^
然
を
上
は
先
^
1 

:■

錄
中
改
正
を
加
度
儀
に
：は
候
得
典
、

'別
段
御
晁
葙
も
；無
^
^
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■座
潘
上
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-
-
:
:
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■外
交
文
#
を
通
じK

鬼
た
る
幕
末
の
長
崎 
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0
-

一

■
 

勿
論
各
公
使
加
ら
興
存
な
き
旨
の
囘
答
が
あ
つ
た
。
別
に
資
料
は
な
.V，
'
が
、
各
開
猫
場
の
外
阈
商
人
達
の
抗
議
が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
想 

，叫
 

.像
さ
れ
る
。

.

. 

.

. 

' 

.

- 

.

モ 

：
.(

：
註
四o

ご'前
掲
s

..七
參
照 
o
:';
.卜
' 

:

五

:1 

,
 

外
國
質
易
が
營
ま
れ
、
外
國
人
が
入
込
む
や
ぅ
に
な
れ
ば
、
當
然
外
國
貨
锻
の
流
入
を
見
、
そ
れ
が
國
內
に
お
け
る
從
來
の
通
貨
と
0

一：
 

間
に
摩
撚
を
坐
ず
る
こ
と
は
明
■か
で
あ
る
。
長
崎

-
と
一K

ふ
ょ
り
も
IH
J
港
場
全
體——

の
場
合
で
は
所
謂
洋
銀(Mexican dollar)

が
問
題
と
な
つ
た
'の
で
あ
る
:0

j  

,
 

‘
 

.
 

'
 

.
■
今「

資
料」

の
提
供
す
る
問
題
は
ニ
つ
あ
る
。

ー
つ
は
洋
銀
引
替
§
問
題
で
、
.他
，の
ー
つ
は
赞
造
洋
銀
の
.問
題
で
あ
る
。
最
初
に
洋
銀

I
I
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一
.

.

.

'

^
.
v
.

 

, 

■■
•
'■
:
: .
-
'
.
.

I
:

,:.

■'「

第
三
號
九
月
六
日
：̂

?

.九
|
:ー
附

之

書

面

披

閲

致

し

阼

、

«
國
ヒ
：_ん
し
.ゅ
る

役

满

用

お

ょ

办

軍

駿

乘

^
 

f .....V 

に

お

な

.て

各

亂

と

取

極

1>
通
引
替
可
申
旨
、
..其
筋
褂
り
.之
者
泠
相
達
置
±
、
此
段
汲
挨
拶
冰
謹
«〜

：

V
'
 

.
:
:
.
'
.
:

..へ

:f 
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，
'

へ

.

せ
へ
^
つ
ち
い
.ぅ
灸
ん
す
君
：
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'
.
.
.
ゾ

''」

：(

42)

こ
の
書
茴
に
眛
れ
ぱ
江
戸
で
決
定
し
た
割
合
を
以
つ
て
洋
銀
を
邦
貨
と
引
替
へ
る
と
云
ふ
の
で
ぁ
る
が
^
葡
萄
牙
と
の
っ
通
商
條
約」

で
は
第
十
條
枳
.

「

外
國
0
_
贺
幣
は
0-
'
本
.髮
嘴
と
同
種

0
同

量

.$
:
以

乜

通

用

す

戎̂̂

國
と
の
貨
.

^
-^
る
事
妨
な
.し」

.と
あ
る
。
レ
.か
し
こ
れ
が
一
行
な
へ
な
い
.こ

.
と
は
あ

，ま

り

.
に
.も
明
瞭
で
あ
.る
0
そ
こ
で
當
.然
當
時
わ

が
 

國

一

般
§
通
貨
で
：あ
つ
た
蠻
_分
銀
や
銅
錢
'̂
引
換
へ
を
と
と
、
な
り
、
^

ゐ
て
邦
貨
と

;-
»

替
さ
.せ
；る
こ
：と̂

な
.つ
た
- °

即
あ
通
常
は
洋
«

マ
個(

七

匆

以

送

，に
：對

し

變

分

銀

.三
：個i
し
て
ゐ
た
。
從
つ
て
か
く
し 

て
：得
た
.ー
分
銀
を
錮
錢
と
も
1
替̂
し
得
る
'こ
：と
に
な
る
0
"
:然
る

に

.實

際

の

市

樣

惙

格

は

洋

銀

れ

ば

萬.延

元

年

，五

月

に

「

<外
國
銀
錢
ハ
自
今
丁
銀
.ニ
準
シ
時
價
ヲ
以
テ
：適
用
.セ
.シ
ム」(

43
0
と
あ
る
0
;も
し
.■こ
れ
.が
差
支
へ
な
く
行
な
は 

れ
て
.ゐ
た

な

ら

、
：；
、江

戶

で

の

决

絮

に

準

據

せ

^
 ̂

し
：
'..}..

.然
る
^
翌
年
词
じ
間
題
に
っ
き
次
ぎ
の
や
ぅ
な
文
書
が
あ
ゐ
0
::
.
:
リ

各

港n,

ン
：
シ
：
ュ
'ル
雄
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*
外
1
付

、
：«

ハ
：ヶ

月

月

：延

之

儀

於

扛

府

1
佛

國

公

使.、戍
柑

達

昨

趣

申

越
^
處
> 
葡
國
之
儀
も
兼
勤
被
致
^
間
、
同
様
被
心
得
^
様

i

'
#
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，
此
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遣
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こ
れ
が
前
揭
の
も
の
と
刃
續
い
て
.の
も
の
.で
あ
る
か
ど
ぅ
か
解
ら
な
い
が
、要
す
る
に
洋
銀
の
引
替
は
_
定
の
方
法
を
採
^
し
#
ず
、

:
外
交
文
書
を
.通
じ
.て
.見
，た
.る
幕
末
.の
長
畴 

0
 

■



外
.

交
文

#

を
通
じ
て
見
た
.
る
幕
末
の
長
崎
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ニ

七

四)

「

洋
銀
相
場
平
一」

を
俟
つ
で
改
め
て
定
め
や
う
と
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
，
こ
の
場
合
こ
X
に
云
ふ
洋
銀
引
替
は
單
に
洋
銀
と
邦
貨
金

.
 

.へ.

.

.

.

」

-
 

.

.

.

. 

-
 

...

銀
と
.の
兩
替
め
み
と
：ほ
見
レ
れ
な
い
。
邦
貨
は
銅
錢
を
除
い
て
自
由
に
輸
出
す
る
こ
':と
を

得

た

：か

ら

で

あ

：
る

^
44〕

從
つ
て
日
常
用
の

,
.
 

.
 

.
.
.

 

'

銅
錢
と
の
兩
替
%:
.'-
つ
0
胤
衝
で
あ
り
、
前
節
に
述
べ
た
銅
錢
密
輸
と
も
關
係
が
あ
る
と
思
ふ
々
:'
;
恐
：ら

く

文

久

ゴ 

て
.銅

錢

が

豐

富

で

あ
-]
)
、
：そ
の
相
場
が
他
ょ
り
も
安
か
つ
た
V
,め
に

、
特

：に
他
：の
；
開

港

場

へ

.輸
送
'

Q

目
的
を
以
つ
て
密
輸
さ
れ
る
こ

と 

が
多
か
つ
た
土
推
测
さ
れ
る
？
開
國
に
依
：つ
て
從
乘
0
貨

幣

麗

0'
缺
陷
_が
暴
靠
.し
|
.
で
あ
る
:0
0

I

ン
 

第
ニ
の
赝
造
洋
銀
も
貨
幣
制
度
0
亂
_
,と

關

係

：が
：
あ

态

。

"事

件
.は
文

夂

：
ー
'ー
年
：
の.こ
占
^

前

に

も
\1.:
言

し

た

や

々

に

：蟹

造

洋

銀 

の
：た
め
：に
困
却
し
た
，の
：は
西
洋
人
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
支
那
人
，の
仕
業
と
見
て
、屢
ミ
奉
行
に
探
索
を
要
求
し
た
や
う
で
あ
る
。 

こ
れ
に
對
し
て
わ
が
當
局
_
0態
度
は
頗
る
冷
淡
に
鬼
ぇ
る
。
'翁
へ
ば
七
月
十
九
日
に
十
三
日
付
の
書
#'
に
對
し
て
答
へ
て
日
く
、「

赞
洋 

銀
之
義
»
付
委
細
ヶ
條
書
ヲ
以
被
中
越
^
趣
致
承
知
、
.早
々
支
_配
向

差

遺

可

申

之

處

、

其

頃

は

盆

中

之

義

"
其

後

も

支

那

人

之

探

索

方 

等
.：

>1

彼

是

：延

引

お

ょ

ひ

殊

：

-諸
用

向
#
凑
居
ん
へ
共
、
'何
樣
ー
1:も
差
繰「

ゐ
る
o
そ
の
結
果
如
何
な
る
篆
判
が
行
*
は
れ
た
か
は
不
明
で
本
る
が
、
黎
月
八
月
七
白
0
書
面
に
、「

此
福
支
配
向
を
以
及
談
判
办
通 

り

®

洋

銀

爲

取

締
，
_別
帋
之
通
觸
渡
可
申
方
荐
昨」

：i
あ
る
か
ら
，
要
す
る
に
取
締
を
嚴
重
ヒ
す
る
と
云
ふ
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な
か 

つ
た
の
で
あ
ら
う
'0
そ
の
町
觸
と
妄
ふ
の
は
次
ぎ
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
<

:
:

.

.

>
,「

近
.
®級
敷
洋
銀
持
渡
^
哉

.ネ
相
聞
>
旣

1
1當
時
支
那
人
共
之
內
吟
味
中
之
も
0
も
有
之
、
.-
各
國
：：コ
ン
シ
ェ
ル
、>-
2
も
取
締
1̂
之
義
申 

,

達

.̂: 
二
付
而
者
、
以
後
相
勤
取
引
之
砌
紛
敷
鈸
錢
相
渡
阼
も
の
有
之
办
パ
i

直

-
其
も
：の
i

;-
»

港
#

所
發)

>1
罷
越
改
受
可
中

.

吒

尤

商

入

共̂

外

國

人

鉍

相

渡^

節

.も

同

畫

事
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昨
、
，
若

相

背

(

に)

お
ぃ
'て
ハ

一
有>1

付

而

者

會

潔

銀

霊

_
も
切
改
外
倐
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是
叉
_
專
ー
1相
心
得
可
申
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の
瑕
度
の
こ
と
で
十
分
取
締
り
得
た
か
ど
ぅ
か
疑
問
で
あ
る
°.
こ
の
支
那
人
の
«
造
洋
銀
輸
入
に
っ
い
て
、
パ
ス
ク
.ス
ミ
ス
氏
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洋
、銀
の
價
格
低
落
の
一
原
因
で
あ
る
と
な
し
、
次
ぎ
の
如
く
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要
す
る
に
£'
れ
等
.の
.問
題
を
.生
じ
.た
の
は
貨
幣
制
度
の
不
備
か
ら
生
じ
た
办
で
あ
る
0
從
っ
て
こ
の
問
題
に
關
し
.て

は
—*
八

六

五

年
 

即
ち
慶
應
元
年
の
改
正
に
依
っ
て
是
JH
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、(

47)

外
國
貿
易
と
通
貨
と
の
■
係
を
全
面
的
に
改
善
す
る
た
め
に 

ば
"
な
ほ
わ
が
國
の
貨
幣
制
度
の
棵
本
的
改
革
を
必
要
.と
し
,

そ
れ
ば
.明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
蘇
府
當
局
と
雖
も 

外
交
文
帮
を
通
じ
て
見
た
る
慕
求
の
長
赂 

.

、
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二
八
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交
文
書
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通
.じ
て
f

る
恭
求
'の
長
崎
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六
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多
少
氣
の
つ
，が
ぬ
.こ
と
で
，は
な
か
つ
たo 
.前
述
し
た
慶
®'
^

(̂「

改
稅
約
書
し
の
第
六
條
の
劝
き
^
こ
れ
を
證
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
^〉
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原
文
に
は
眾
に
引
替
銀
と
ょ
り
な
く
、
意
味
不
鮮
明
で
あ
る
が
、譯
文
.を

見

る

と
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c
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■

と
_

云
ふ
の
は
、
何
を
指
す
の

.

か
酿
ら̂-

い
°

慶

應
7£
;

^

閨
五

.

月

に

幕

府.^
^
^
.
の

價

格

を

是
遨
01
本
運
上
所
に
て
：墨
是
縛
ド
ル
ヲ
ゲ
を
以
て
蓮
上
を
納
む
る
時
は

^
^
銀
の
量
目
に
比
較
し
、
ド
：ル

1

; ^

ル

西

枚

を

：.
一
分
银
三
百
十
一
ヶ
の 

，
で
剷
合
を
が
て
謂
联
來
れ
り
い
然
る
處
旧
本
政
府
に
於
て
右
仕
來
を
改
セ
囊
て
外
國

^
貨
幣
日
本
の
貨
幣
と
引
 ̂

し
、
 

又
日
本
通
⑷
の
貨
齡
を
不
足
な
き
橼
に
し
、
交
^
を
便
利
に
せ
ん
^
を
欲
す
る
に
ょ
り
、
日
本
金
銀
吹
立
所
を
.盛
大
に
せ
ん
事
を
決
せ
り
、
然 

，
る
上
は
：3
本
人
义
は
ル
國
ん
ょ
り
差
出
ず
べ
き
總
て
外
國
金
銀
貨
幣
並
地
金
は
日
本
貨
幣

^
吹
替
へ
、

「

其
諸
雜
費
を
差
引
"
典

質

の

.«
位
を
以 

:

其̂
爲
め
定
め
^
^;
:塲
所
に
於
て
引
齋
か
:̂
す
、
此
處
^
^
行
ふ
8
|办
0;
來
と
礙
約
.を
取
結
び
1>
各
國
は
、
其
條
約
に
書
載
せ
た
る
貨
幣
通
用 

^
2

關
係
せ
箇
條
を
改
む
る
取
緊
要
な
れ
ば
、
右
簡
條
を
改
む
石
機
、
日
本
政
府
ょ
り
申
談
し
、
承
諾
の
上
、
日
本
來
丁
卯
年
十
一
月
中
へ
西 

r
洋
千
A
宵
$

八
年
第
一
月
第1

一
日)

'.よ
り
其
處
置
.を
取
行
べ
し
。；

」

, :
:

:

'

:: 

'

私
は
こ
、
に
少
し
く
違
っ
.た
：方
•面
に

眼

を

向

け

ょ

う

。

そ

れ

は

文

久

三

年

二

月

十

九

：：！
、

英

國

軍

艦

が

駆

象

爪

に

至

り

、

'-
生

麥

事

件 

.
の
賠
償
を
要
請
し
た
.
##:
の
；長

崎

に

與

へ

：：

た

影

響

で

あ

るo
:こ
の
‘事
件
は
周
知
の
如
く
幕
府
が
五
月
.九
日
に
償
金
を
交
付
し
た
こ
 ̂

'依
っ

て

解

決

し

た

。

そ

れ

ー

に

.%
枸
は
ら
ず
開
港
場
で
あ
る
長
隊
.に
は
か
な
り
大
き
な
衝
動
を
與
へ「

た
。
そ
'れ
'は
こ
の
年
が
恰
も
幕
府
が
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を
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け
攘
夷
を
斷
行
ず
べ
き
年
セ
^'0

た
か
ら

で
^
ら
う
。
憨
府
が
養
期
限
と
し

.て

.五
月
十
；日
を
奏
上
：し
；た
の
は
と
の
年 

,
,の.四
1

一
十I

日
で
あ
P
た
o
か
う
し
た
事
情
か
ら
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時
實
際
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戰
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開

か

れ
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知
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汍
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i
開

く

べ

き

啬f

る

に

：因p
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往
#
諸

鞭

象
■
*
市

中

人

：民_
避

所
1
火

対
'&
方

各

村

ヒ

定

む,

に

臨

時

之

か

主

任

を

置

く

な

：り
ト

と
て
、
土
月
に
す
で
に「

臨
時
立
退
方
取
扱
方」

が
超
か
れ
て
ゐ
る
.0
’又
續
ぃ
て
三
月
に
は「

非
常
の
節
は
適
宜
火
事
具
：又
.は
着
^
を
着
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、

.し
得
意
の
武
.器
を
携
ふ
べ
含
を
令」

し
、
.あ
.る
ひ
は「

非
常
の
節
は
聖
徳
寺
大
德
寺
に
於
て
梵
鐘
を
連
揸
せ
し
む
る
を
吿
示』

し
、「

各
咐 

外
交
文
軎
を
通
じ
て
見
た
る
猫
宋
の
提
崎
■ 
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滅
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西
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％_

灌

り
’ゅ
樣
巧
：兼

资

船

卞

泫

被

達

置

度

此

段

弗

入

处

謹

言

』

^
^
r
,
へ
'
：

：
: :)) ：：：：：：：，：

：.

，
：

.

： 

勿
論
か
ぅ
し
た
禀
件
は
今
H
で
本
珍
し
く
な
く
、
又
當
時
ょ
り
も
む
し
ろ
明
治
に
.な
つ
て
か
ら
の
方
が
甚
だ
し
く
な
つ
た
や
ぅ
で
あ 

る
。
か
つ
わ
が
當
局
の
態
度
も
漸
次
.に
^
屈
に
な
つ
て
來
た
傾
向
さ
へ
見
へ
る
。
最
後
に
外
國
人
の
態
度
を
記
述
し
た
序
で
に
、
領
事 

ロ
：ゥ
_
ィ
.
.ロ0
弟

^

_忙
デ
赞
(0
潘

讓
 

岡

靜

助

、
へ
福
弗
金
：平

兩

名 

の
名
を
以
つ
て
兄
ロ
ゥ
レ
ィ
ロ
宛
に
入
«

税̂
ま
#
分
を
請
求
し
て
ゐ
る
。

「

貴
國
人
ァ
ン
トU

丨
ロ
レ
ー
口
近
と
歸
國
致
し
外
趣II

付
、
船M

入

出

港

品

稅

銀

差

出

不

足

之

分

取

調

办

處

、

別

紙

之

通

.
一
一
有
之 

M>
間
、
歸
國
前
淸
勘
定
致
し
、
右
不
足
之
分
相
拂
阼
樣
同
人
奴
申
達
可
給
、
此
段
申
進
^
謹
言」

■

彼
の
.滞
納
額
.は
次
ぎ
の
勿
ィ
で
あ
る
。
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分
銀
六
百
八
拾
八
鍈
八
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■
左
者
千
八
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六
十
八
年
第
七
月
十
七
日
米
國
P
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リ
ヵ
船
/
輸
入
ラ
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フ
ル
筒
幷
附
屬
品
ロ
合
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不
足
高
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外
交
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を
通
じ
て
觅
た
る
幕
求
の
長
崎
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五
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五
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外
究
文
蕺
を
通
じ
て
見
た
る
幕
^:
の
長
峥

.
 

亂

六

2

ー
九
六
5 

全
部
武
器
の
輸
入
で
あ
る
の
も
、
何
人
に
寶
却
さ
れ
た
か
解
ら
な
い
が
、
面
囪
い
。「

鍈J.

の
字
を
宛
て
何
と
讃
ん
だ
の
か
、
英
譯
に 

は

エotal

a.uty 

7
.
6
0
B
O
O
S

 

a
n
d

 

SO 

cent 、

と
ー
25
:
ふ
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
0
か
う
し
た
輸
入
關
税
€>
,滞
納
が
あ
0
た
こ
と
が
、
後 

に
慶
應
ニ
年
の
貿
易
規
肌
に
第
一
條
第
ニ
項
の
や
う
な
規
定(

59)

を
必
嬰
と
す
る
に
至
づ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
尤
も
こ
の
ァ
ン
ト
一
一 

ィ

* 
ロ
ゥ
レ
I 
口
に
つ
い
て
は
明
治
に
な
つ
て
も
こ
れ
に
似
た
訴
訟
^
件
の
あ
つ
た
特
別
な
人
物
で
あ
る
。
し
.か
し
か
う
し
た
外
國
商 

人
は
蓋
し
少
な
く
な
，か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
尤
も
關
税
に
つ
い
て
は
洋
銀
の
換
箅
率
等
で
外
國
人
間
に
不
平
の
あ
つ
た
こ
と
も
事
實
で 

あ
る
。(

g
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詁
芄
六
\
居
留
場
銘
々
|

前
海
岸
石
垣
無
沙
汰
に
取
崩
し
候
も
の
有
之
ー
ー
付
先
蜜
而

‘ョ
：
リ

度.̂
差
止
：：メ
候
得
と
も
取
用
ひ
無
之

-
1付
、右
石
钽 

.

如
元
畀
べ
领
立
猴
樣
、
其
苘
に
被
申
彼
度
此
段
串
上
候
、」(

文
久
ニ
年
彐
月)
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r 

.
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註
五
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地
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泊
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潘
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前
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事
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參
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(

本
稿
は
最
初
の
徵
定
で
は
明
治
維
新
以
後
に
及
ぶ
つ
も
り
で
あ
つ
た
が
、
，あ
ま
り
長
き
に
失
す
る
の
で
二
つ
に
分
け
た
。
，
次
ぎ
に
發
表
す
る 

「

.

部
新.

直
後

.

の
*

長̂

」

と
ん
ロ
せ
て
完
了
す
る
も

^

で
あ
る
。
な.

ほ
長
崎
の*

* ^
-

.

に
.

つ.

き
無
知
の̂

り
も
あ
ら
う
し
又

^

1

語
の
誤
寫
誤
讀
も
あ.
 

ら
う
と
思
ふ
。
敢
て
御
敎
示
を
乞
シ
。
參
考
文
献
に
つ
，い
て
ば
高
村
象
平
封
を
斌
は
す
こ
と
大
で
あ
つ
た
。
こ

X

に
謝
怼
を
表
す
る

0

V

現
時
"
我
國
々
民
生
活
の
時
局
的
生
活
吏
改
'が
要

求

さ

れ

て

ゐ

る

時

に

當

：つ
て
、

.從
來
：の
生
活
様
式
や
態
度
に
就
い
て
、
或
る
も
の

• 

. 

■ 

... 

'

.

.

.

.
 

.

.

.

. 

-

.. 

' 

- 

、

は
無
驗
の
故
を
以
つ
て
、
或
る
も
の
は
奢
侈
贅
澤
0:
故
を
以
つ
て
、
或
名
も
の
は
資
材
節
約
.の
：趣
旨
に
.ょ
.つ
て
、
：或
る
も
の
は
時
局
的

緊
張
悴
反
す
る
浮
織
の
故
を
以
つ
て
、
坐
活
諸
梢
片
色
：々

と
非
難
が
_
へ
：
ら
れ
：改

善

が

叫

ば

：れ
：て

ぬ

る

0 

:
し

か

し

：此
の_非

難

.
改

善

は

.
• 

.

, 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
-
•
+
.
.

:國
民
生
活
の
全
般
に
及
ぶ
と
は
^
ひ
乍
^:
*
の
重
心
.は
#
と
_
つ

て

も

現

代

生

洁

の

代

敦

型

ゼ

‘办

る

都

苽

生

活

纪

置

が

れ

て

ゐ

る

事 

は
系
起
す
.ベ
：く

も

無

S

。
殊
に
晚
展
的
精
神
：に
沿
は
ぎ
る
故
を
以
つ
て
の
坐
活
非
難
比
先
づ
菰
市
々
民
の
^
活
^
の
み
^
け
ら
れ
で
ゐ 

を
と
_
つ
て
：差
噯
故
い
0 

-
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-
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.:全
く
*
节
法
農
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と
比
坐
活
_
鐵
恭
や
態
歡
に
0
い

.で

風

で%'
'
雜

_

ゼ

.

......-:

,.?’+•
 

.

.

.

.
:
: 

..... 

....
 

.

■

.

.

.

.

:

.

.

.

か

：一
巧
ふ
.概
念

に4
苓

ょ

り

；
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'居
住
者
'の
：
坐

：活

薇

減

分

產

^

得
る
の
，で
は
無
い
か
と
さ
へ
思
は
れ
る
。

一
國
に
は
都
會
の
生
活
と
田
舍
の
生
'活
と
が
あ
り
、
是
等
兩
者
は
斯
々
•の
相
違
を
示
す
とM

.

.

.

•

. V 

:
• ■
 
, 

■ 

: 

■ 

.

.

 

•

へ，
.
：
：
. 
一

:■
;
. 

. 

§

七
.

(
4

 .1'

丸
七〕


